
提

出

者

前

田

雄

�

平
成
十
六
年
六
月
四
日
提
出

質
問
第
一
三
七
号

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
石
炭
火
力
発
電
事
業
と
『
環
境
社
会
配
慮
確
認
の
た
め
の
国
際
協
力
銀
行
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
』
の
適
用
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
石
炭
火
力
発
電
事
業
と
『
環
境
社
会
配
慮
確
認
の
た
め
の
国
際
協
力
銀
行
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
』
の
適
用
に
関
す
る
質
問
主
意
書

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
に
お
け
る
ミ
ン
ダ
ナ
オ
石
炭
火
力
発
電
事
業
（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て

は
、
昨
年
十
二
月
一
日
、
国
際
協
力
銀
行
（
以
下
「
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
」
と
い
う
。
）
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
法
人
ス
テ
ー
ト
・
パ
ワ
ー
・

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
の
間
で
、
総
額
一
億
百
万
米
ド
ル
の
融
資
契
約
に
調
印
し
た
。

現
在
、
本
件
事
業
は
、
二
一
〇
メ
ガ
ワ
ッ
ト
の
発
電
容
量
を
も
つ
発
電
施
設
や
石
炭
積
み
下
ろ
し
用
埠
頭
の
建
設
、
四
・
五

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
送
電
線
設
置
、
川
か
ら
の
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
水
供
給
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
設
置
を
含
む
工
事
の
開
始
に
向
け
て

準
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
事
業
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
・
ロ
ー
ド
の
敷
設
が
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
。

一
方
、
本
件
事
業
に
よ
り
有
毒
物
質
（
二
酸
化
硫
黄
、
二
酸
化
窒
素
な
ど
の
ガ
ス
類
や
水
銀
、
鉛
、
六
価
ク
ロ
ム
な
ど
の
重

金
属
類
）
が
排
出
さ
れ
る
た
め
、
人
体
へ
の
健
康
被
害
や
農
業
、
漁
業
へ
の
影
響
な
ど
を
懸
念
す
る
声
が
、
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
の
融
資

決
定
以
前
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
内
で
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
事
業
者
に
よ
る
住
民
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
（
協
議
）
は

発
電
所
の
煙
突
か
ら
半
径
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
域
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
影
響
を
受
け
る
多
く
の
農
民
、
漁
民
ら
が
コ
ン
サ

ル
テ
ー
シ
ョ
ン
（
協
議
）
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
に
対
す
る
社
会
的
合
意
は
融
資
決
定
後
の
現
在
も
依
然
と

一



し
て
得
ら
れ
て
い
な
い
。

本
件
事
業
が
重
大
な
環
境
及
び
社
会
影
響
を
及
ぼ
す
懸
念
が
あ
る
以
上
、
日
本
政
府
と
し
て
は
本
件
事
業
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
内

の
地
元
の
環
境
社
会
に
配
慮
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
を
十
分
確
認
す
る
責
任
が
あ
る
と
の
認
識
に
立
っ
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
の
「
環
境
社
会
配
慮
確
認
の
た
め
の
国
際
協
力
銀
行
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
以
下
「
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
い

う
。
）
は
昨
年
十
月
よ
り
全
面
施
行
さ
れ
て
い
る
。
本
件
事
業
へ
の
融
資
要
請
は
昨
年
十
月
以
前
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
本
件
事
業
の
環
境
及
び
社
会
面
で
十
二
分
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
の
認
識
か
ら
、
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
適
用

し
、
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
形
で
の
環
境
社
会
配
慮
が
行
な
わ
れ
て
し
か
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
が
、
こ
の
理
解
で
よ

い
か
。

二

本
件
事
業
に
お
い
て
は
融
資
契
約
の
調
印
後
、
ま
だ
実
際
の
融
資
拠
出
に
は
至
っ
て
い
な
い
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。
本

件
事
業
に
つ
い
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
内
で
あ
げ
ら
れ
て
い
る
懸
念
や
問
題
点
が
依
然
と
し
て
解
決
し
て
お
ら
ず
、
社
会
的
合
意
も

得
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
こ
と
か
ら
、
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
形
で
本
件
事
業
の
環
境
及
び
社
会
面
で
の
十
二
分

な
配
慮
を
行
な
っ
た
上
で
融
資
拠
出
に
踏
み
切
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

二


